
本多通孝先生は，胃癌や食道癌
術後患者の後遺症や QOL の評価
尺度を開発したことで世界的に知
られる外科医である．2003 年に
日 大 医 学 部 を 卒 業 後，京 大
Master of Clinical Research
(MCR)コースを修了し，現在は
福島県立医大低侵襲腫瘍制御学講
座教授として，精力的に消化器外
科手術を行いながら，多くの研究
成果を報告している．
前作『外科系医師のための手術
に役立つ臨床研究』に引き続き，
今回の『外科系医師のための臨床
研究 手術を評価するアウトカ
ム』では臨床研究における「アウ
トカム」設計の奥深さについてさ
まざまな角度から論じられてい
る．「『…先生手術は成功です
か？』こんな質問にどう答えます
か」というこの本の帯の質問の意
味は深い．「何をもって手術の成
功とするか」というのは，「何を
手術のアウトカムとするか」とい
う質問に置き換えることができる
だろう．手術自体がトラブルなく
終了すれば成功なのか，術後に十
分な機能回復が得られることが成
功なのか，それとも術後生存期間
が長いことが成功なのであろう
か．
本書の概要は，第 1章では，臨

床研究の真のエンドポイントをど
のように設定するべきかについて
詳説している．特に「エンドポイ
ントの真贋(本物と偽物)当てクイ
ズ」は臨床研究を行う上で非常に
重要で示唆に富む内容である．第
2章では手術を評価するための患
者報告型アウトカム(PRO)につ
いて新たな尺度開発の理論や手順
が深く解説されている．他書では
なかなか勉強できない内容が著者
の経験を交えて非常にわかりやす
く書かれており，世の中にはこの
ような研究があるということを知
る意味でも一読の価値がある．第
3章では，術者の手術手技そのも
のを定量化する既存尺度ととも
に，新たな評価基準のコンセンサ
ス形成を行う手法としてデルファ
イ法が紹介されている．第 4章で
は，「手術を評価する QOL 研究」
と題され，奥が深く議論の尽きな
い QOL 研究の問題点や実施上の
注意点について，わかりやすく解
説されている．
外科医がなぜ臨床研究をする必

要があるのか？ その問いに対す
る著者の答えは，「臨床研究には，
外科医のプロフェッショナリズム
を高めてくれるヒントがたくさん
ある」ということである．臨床研
究を設計する過程では，「外科医

が目指す手術とは何か」，「患者が
期待する手術とは何か」といった
根本的な問いに対する，答え(ア
ウトカム)を深めていく必要があ
る．本書は，外科手術を評価する
臨床研究に取り組もうとする外科
医にとって必読の書である．
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